
令和7年度入学試験問

理科（前期）

試験時間 1 2 0分

物理 1~6頁

問題冊子 1 化学 7~1 4 

生物 1 5~3 1 

注意事項

1.指示があるまで問題冊子は開かないこと。

2.受験科目はあらかじめ受験票に記載された2科目とし，

3.間題冊子および解答用紙に落丁，乱丁，印刷の不鮮明

ヽ゚

こと。

4.解答が終わっても，ま

5.スマートフォ

6.机上には，受験票と

も，試験終了ま ない。

り，鞄の中にしまうこと。

消しゴム）および時計（計時機能のみ）

以外は置かないこと。（耳栓，コンパス，定規等は使用できない。）

7.問題冊子および解答用紙に受験番号と氏名を記入すること。

8.解答はすべて解答用紙の所定の解答欄に記入すること。欄外には何も

白は自由に用いてよい。

10.質間，トイレ，体調不良等で用件のある場合は，

11.監督者の指示により離席する場合は，問題冊子およ

12.受験中不正行為があった場合は，試験の一切を無効と

13.試験終了後，解答用紙は裏返しにすること。間題冊子は持ち帰ること。

，ヽーと。

うこと。

じ
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[ I] 下の (1), (2)の文章の［ロロ］に適した答えを書け。 (1)では，小球の運動に関して摩擦
はないものとして考え，重力加速度の大きさはgとせよ。また，（2）では，万有引力定数を Gと

する。

(1) 水平な床面に，半円筒形の物体が図 1のように接続されている。半円筒の内側断面の ABC

からなる曲線は半径rの半円の弧であり， Aにおいてなめらかに床面と接続している。また，

AとCを結ぶ直線は床面に垂直である。

まず，小球は図 1の0の位置から床面上に放たれ， A,B, Cと進んだ後に床面に落ちる。

なお，小球の運動は，図 1に描かれている断面上からそれることのない 2次元面上で運動を

するものとする。小球が Cに達した際，小球に加わる垂直抗力がゼロになるように 0で小

球を放つ速さを調整した。このとき，この小球を放つ速さは［三□］である。また， Cで落
下を始めた小球は， 0の位置に落ちた。 OAの距離は□三二］とわかる。この小球の運動に
おいて， OA間で小球が受けていた垂直抗力の大きさを N とすると，小球がAを通過直後

に受ける垂直抗力の大きさは， Nの［万□倍となる。また，小球がB(AとCの中間点）
を通過する際に小球が受ける遠心力の大きさは， Nの［三こ］倍である。

次に，半径 Rの半球を図 2のように水平な床面に固定し，この半球の球面の一番高い位置

Dに小球を置くと，初速度ゼロで球面をすべり始めた。その後，小球は床面から［］二］の

高さで球面から離れて落下した。

c
 

D
 

゜
A
 

図1 図2

(2) 惑星A,Bが，質量M の恒星を中心として，等速円運動をしているとする。惑星 Bの軌

道半径は，惑星Aの軌道半径の 4倍である。そのとき，惑星Bの公転周期は，惑星Aの公

転周期の□三□倍である。また，惑星Aと桓星との間の距離を Rとするとき，惑星Aの
公転運動の速さは［三□］である。
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[ II] 下の (1), (2) の文章の［~に適した答えを書け。

えよ。必要ならば《う＝1.41,vi3= 1.73,vi5 = 2.24を
をKとして答えよ。

から口こ］は有効数字 2

以降はクーロン

(1) 図1のような電位が m軸上に発生しているとする。ただし，図 1の横軸のマスは0.500lll 

刻み，縦軸のマスは 0.500V刻みである。このとき質量1.00kg,電荷1.50Cをもつ物体P

を原点から x軸の正の方向に打ち出すことを考える。物体の運動は m方向のみに起こるも

のと考えてよい。このとき，初速度がある値以上でPは X> 1.50 111の領域に進めるように

なるが，その値を有効数字 2桁で表すと□戸：］ 1n/sである。また，速度 2.001n/sで物体
Pを打ち出したときに， X= 6.00 lllでの速度は[TI1n/sであり，原点から X= 6.00 lll 

に到達するまでに要する時間は□9□]sである。
(2) 図2のように，半径 r1とR(r1 < R)の球に囲まれた厚みのある

最初に導体に電荷はないものとする。それから導体球殻の中心に

を考える。

Q (> 0)を

く。このとき， rを球の中心からの半径として， R<rの場合の電場の大きさ

ハ<r<Rの場合の電場の大きさは□三二lである。
次に，質量が m で負の点電荷ーq(q > 0)を導体球殻の外側の表面に置き（図 2)' これ

を初速度 v。で球の中心から外側に向かう方向に打ち出すと， hの高さま

ら引き返した。このとき hはRに比べて非常に小さく，

R[h七喜（1-羞）
という近似を使うと， h＝□三二］となる。
また，初速度 Vo(>0)を大きくしていって，点電荷―qが引き返すことなく

到達するためには， Voの大きさは□□以上でなければならない。ただし，
A= 
kqQ 
mR2 

し，それか

まで

という を

に用いること。ま

では R,v0, Aのみから必要な記号を選んで答え

及ぼす影響は無視してよい。
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[III] 1モルの単原子分子

Vや圧力 P を

B (P2, V1) 

ここで，

せると，

し，

として近似できる）をピストン付きのシリンダーに入れ，

させる図のような熱力学サイクルを考える。状態 A (P1, Viりから

状態Bから C(Pぃ怜）は断熱過程，状態Cから Aは等圧過程である。

pv5/3は一定となることを使ってよい。まず， Aから Bまで変化さ

以下の(1)~(3)の文章の「――lに適した答えを書け。ただ
くこと。

(1) 状態 Aから Bに変化するときに出入りする きさは xP1V1であり，内部

エネルギーの変化は xP1V1である。

(2) 状態 Cの体積はしーウJxV1であり，状態Bから Cに

□ xP1V1である。
るとき にする仕事は

(3) 状態 Cから Aに変化するときに出入りする

のことからこの熱機関の効率は［三□である。
きさは xP1V1である。以上

………贔B

P1,•………: 
i 

l l'l l l 

V1 砂

図
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